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　さる 11 月 19 日から 23 日までの５日間、タンチョウ

が生息する日本、中国、韓国、ロシアの４カ国（北朝鮮

からは招へいしていません）と米国からタンチョウ研究

者、保護団体や行政官を招へいし、国際ワークショップ

を開催しました。会議は連日、朝から深夜にまでおよび、

最終日の 23 日には予定していたエクスカーションも中

止するほど、タンチョウの国際的な保護への取り組みに

ついて熱のこもった議論を行いました。

　このプロジェクトの目的は、１）北海道のタンチョウ

を取り巻く現状について、各国の参加者に理解を得るこ

と；　2) 各国におけるタンチョウの現状について、お互

いに深く理解すること；　3) 早急に解決すべき重大な

問題を明確にし、それを共通の国際認識とすること。ま

た、それらの課題について優先順位を定めて保護策を検

討し、可能なところから保護策を実行すること；　4) 各

国が協調・協力できる事業について検討すること；　5)

各国の事情を反映させながら、国際共同事業を実施して、

国際プロジェクトを進めること、です。今年は、まず１）

と 2）について実施し、3）についても、各国が抱えて

いる問題を明確にするとともに、解決すべき優先順位を

定め、また国際的問題として解決すべき課題とその優先

順位も定めることができました。

　会議では、難題を抱えている現在の北海道タンチョウ

個体群の過去を追随するかのように、中国や韓国でも状

況が悪化していることが明らかになりました。また、多

くの私的餌付け場（意識的な餌付け場も、タンチョウが

勝手に餌場にしてしまった農家なども）での視察では、

参加者は給餌によって人をまったく恐れなくなったタン

チョウの姿に驚き、戸惑い、これを深刻な問題として捉

えたようでした。

　会議では、想定しなかった " 事態 " もありました。私

たちは、保護策の実行結果を次の施策に反映させながら

会議を３年間継続し、最終年に国際的なタンチョウ保護

組織の設立について話し合いたいと思っていました。し

かし、会議が終盤にさしかかるころ、中国チームから国

際組織設立に向けての提案がなされたのです。そこで、

この組織設立も同時的に進行させることになりました。

　さて、この国際プロジェクトの最終目標は、各国で保

護プロジェクトを実行することにあります。各国では今、

自国の事情を踏まえ、どのようなことが実行可能か話し

合っているところです。日本では、各地域の実情に則し

た、例えば釧路には釧路に、十勝には十勝にふさわしい、

官民一体型保護プロジェクトを進めるべきと考えていま

す。そのためには、国、地方自治体、市民、研究者、農

家など、タンチョウに関心がある人や利害関係者らが一

堂に会して、それぞれの立場や考えについて共通認識と

するとともに、人との共存に向けた保護の考え方や必要

な施策などを議論することが必要でしょう。そして、こ

こから実行可能なプロジェクトが生まれるものと考えて

います。この最初の場をどのように設けるのか、これが

第一の難関です。皆様の知恵とご協力をお願い致します。

　本事業は一部、独立行政法人環境再生保全機構地球環

境基金の助成を受けて実施しました。　　（事　務　局） 

報　告

国際ワークショップ　開催される
〜タンチョウ保護のための国際プロジェクト構築〜
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寄稿 　　地球温暖化と酪農業とタンチョウ

     別海町　獣医師　岡井　健

　「地球温暖化」と「酪農業」と「タンチョウ」この、

一見無関係と思えるフレーズが、根釧の酪農家によっ

て密接につながった。

飼料用穀物（トウモロコシ）の高騰

　現在の日本の酪農業は、30 年前の牧草を主体にし

た形を保っておらず、乳牛１頭当たり年間２トン以上

の輸入穀物が給与されている。根釧の草地酪農地帯も

例外ではなく、大型化した酪農家は、穀物を多給する

ようになっている。

　輸入穀物の 80％はトウモロコシで、そのほぼ全量

がアメリカから輸入されている。

　ところがこの２年間で、輸入穀物飼料にかつてない

異変が生じている。2005 年から、アメリカの国家戦

略としてエタノール生産が始められたのである。その

エタノール生産の主原料となったのが、飼料用のトウ

モロコシである。IATP の分析 (Staying Home;  How 

Ethanol will Change U.S. Corn Exports;  Institute for 

Agriculture and Trade Policy (IATP); 2006.12.) によれ

ば、アメリカ中西部から海外へ輸出される飼料用穀物

は、６年後にはほとんど無くなるとしている。最近放

映された NHK 特集では、さらにこれを上回る報告を

していた。

酪農家の自衛策としての作付け

　この２年間で乳牛の飼料用穀物価格は、酪農家手取

りで 30％ほど上昇している。価格激変緩和のために

農家が積み立てている「安定基金」が発動し、トウモ

ロコシが豊作で円高という状況でも、依然価格が上昇

していることを考えると、さらに上昇が続くものと予

測される。それでも、トウモロコシが輸入されればま

だ良い方だと思わなければならない時代になっている

と言える。

　根釧地方は、積算温度から見てトウモロコシの作付

けの限界地域にある。農業指導機関や試験所も草地酪

農と位置づけ、飼料用トウモロコシ（デントコーンと

呼ばれる）の作付けは、奨励してこなかった経緯があ

る。そのため根室地方では、内陸方面の極めて少数の

酪農家が、デントコーンの作付けしていた程度で、地

面にビニールを張り作物を保温して作付けするマルチ農

法を用いる酪農家もあったが、経費がかかることもあり

普及しなかった。

　しかし飼料穀物を巡る世界的変化を受けて、根室地方

でも積極的にデントコーンの作付けを目指す農家が増え

てきた。平成 15 年には 393ha であった作付け面積が、

平成 19 年には 1,064ha と、僅か４年で３倍近く増えて

いる。

　デントコーンは、その飼料としての性格上収量ではな

く、結実にまで至ること（黄熟期）が重要である。黄熟

期を過ぎてデントコーンの葉から水分が抜け褐色に変わ

る頃が、刈り取り適期である。それを裁断してビニール

で密封し発酵させコーンサイレージにして、冬季間牛に

給与するのである。高カロリーであるため、乳牛に与え

る場合は扱いに慎重にならなければならないが、産乳効

果は高い。

温暖化のためか

　このところ地球規模で起きている異常気象は、根室地

方でも例外ではない。この 10 年ほどであろうか、秋の

気候が極めて温暖なのである。これまでにデントコーン

作付けの目安となったことも、訂正しなければならなく

なってきた。８月半ばに出穂しなければその年は黄熟に

は至らないため、実を採ることを諦めて硝酸態を多く含

む葉と茎を収穫していた。

　ところが、今年のように８月後半になっても気温が

30℃を越す日が続くと、早稲品種でも黄熟まで至ったの

である。かつては 10 月上旬には収穫が終わっていたが、

収穫適期を待ってから収穫されるようになり 10 月下旬

にまで伸びたのである。

　根室管内の最大河川西別川以南では、山岸会事務所周

辺の南斜面の好適地に 30ha ほどデントコーンの作付け

が行われるようになり、今年で７年になる。さらに昨年

は、積算温度限界となる風連川北側の奥行地区に、28ha

デントコーンが作付けされた。

　このようにして地球的温暖化のためデントコーンの作

付け面積が増え、デントコーンの収穫が以前に増して容

易になったわけである。
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T68 と T77（鳴き合いとは・・・。）

　皆さんの中で、「タンチョウは一生相手を変えない。」

と思っていませんか？

　それを覆した一例が、T68（1994 年生まれ）と T77

（1995 年生まれ）です。　この２羽は、1998 年２月に

鶴見台で鳴き合いをするところを、私がスライドフィル

ムで写真に撮り、証拠を押さえました。　♀の T68 が１

歳年上（当時 T68 は３歳、T77 は２歳）で、「若い姉さ

ん女房」と期待しましたが、同年 12 月に給餌場に現れ

た時は、なんとそれぞれ違う相手を連れてきました。こ

れには、「えっ・・・」と言葉をなくしてしまいました。

この事件により、多くの人が思い込んでいる「鳴き合い

＝つがい（相手を変えない）」の方程式は必ずしも成立

せず、今では「鳴き合い＝ ” カップル ”（お付き合い中）」

と私は呼ぶことにしました。今のところ子連れで越冬し

たつがいが、別れた実例はありません（標識個体のみで、

死別を除きます）。　このことからタンチョウにも若い

写真 1  　2007.11.08. デントコーン畑収穫後 写真２　2007.11.09. 翌日

タンチョウにとって美味しいお話

　先の西別川のデントコーン畑は、どちらも 10 月末に

収穫を終えた。黄熟を迎えてからの収穫のために、以前

よりもたくさんのデントコーンの実が収穫後の畑に落ち

るようになったと推察される。今年は２週間に渡り、奥

行のデントコーン畑にタンチョウが入れ替わり来てデン

トコーンをついばんでいた。11 月８日には 61 羽ものタ

ンチョウが畑に群れていた（写真１）。相当の時間遊ん

でいる若鳥もいるほどで、餌の豊富さを物語っていた。

　これはタンチョウにとって、大変美味しい話になった。

鶴居や阿寒に移動する前の都合のいい頃に、収穫跡の畑

に行って落ちた実や穂を食べられるのである。

　秋の根室地方のデントコーン収穫後の畑に、61 羽も

のタンチョウを確認したことには驚いた。一見すると冬

季の阿寒か鶴居の風景である。

　足輪をしている個体も、８羽確認した（１羽は番号詳

細確認できず）。後ほど資料から確認して２年目の子た

ちと分かったが、10 数羽ほどのグループになってはしゃ

ぎ合っていたのが印象的だった。

　温暖化と酪農とタンチョウは、それぞれ妙な意味合い

で関係しあって、食糧問題、環境問題、自然保護のあり

方を私たちに投げかけてくれたように思える。

第２話「T68 と T77、T94」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 西岡　秀観

　シリーズ　標識物語　～名前の付いたタンチョウ～



Tancho (2)              5 

写真１：T68 カップル（左：

T68、 右： ♂ ）（2007 年 2

月撮影）

........................................

写真２：T77 の家族（左：♀、中：幼鳥、右：T77）（2006 年 12 月撮影）

.......................................

写真３：T94（2007 年 2 月撮影）
.........................................................

頃は、「お付き合いはしても結婚までは・・・。」という

のがあるようです。　今では、写真を見た感じでも、お

互い幸せなのではないでしょうか。

T94（魔性の女）

　前述で「鳴き合い≠つがい」の実例をご紹介しました

が、今度は、更に上を行く事例をご紹介します。　写真

３の T94（1996 年生まれ、♀）は、３年連続で相手を

変えたタンチョウです。　それ故、「魔性の女」と関係

者から呼ばれています。　最初の相手は、T29（1991

年生まれ、♂）と 1999 年（T94 当時３歳）にカップル

となり、翌年も一緒に過ごしました。　しかし 2001 年

から激動の年を迎えます。　この年の繁殖地で、T29 が

行方不明になり、T94 と標識のないタンチョウがなわ

ばりを構えて、冬には一緒に給餌場に来ました。　T29

も給餌場に現れたのですが、T94 は知らんふりをして

いました。　そして 2002 年には、写真４の 34V（1998

年生まれ、♂）とカップルになって給餌場に来ました。

　どうやら、繁殖地で強い彼氏が好みなのかもしれませ

ん。　現在も 34V と一緒にいますが、未だに子連れで

越冬していないので、またいつ別れるやら、ちょっと心

配です・・・？

　次回は、ちょっとお休みして、各給餌場での標識鳥の

越冬状況を紹介します。

　第３話は、その後に掲載します、お楽しみに。

写真４：34V（左）と T94（右）（2007 年 2 月撮影）

.......................................................
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　シリーズ　　　おしえて！　正富先生　（ツル　Q アンド A）
Q.  冬が近づくと、タンチョウは給餌場まで移動してくると聞きました。タンチョウはどのくらいの長距離を移動

できるものなのでしょうか。

A.  大陸のアムール川（黒竜江）流域のタンチョウは、8,00 ～ 2,200㎞移動して中国や朝鮮半島の越冬地へ行きます。

ただこれは、厳密には、どれだけ「移動するか」に対する答えで、どのくらい「移動できるか」の答えではありません。

ゴールがもっと遠ければ、「移動できる」距離も伸びます。

　しかし、北海道のタンチョウは、最長のサロベツ（宗谷）－下雪裡（釧路）間でも、300㎞ほどの移動です。た

だしこれは、スタートとゴール間の直線距離ですから、実際に飛ぶ距離はもっと長いはずです。残念ながら、それ

がどれくらいかは、わかりません。

　さらに、この距離を一気に飛ぶかどうかも不明です。が、地上で時々休みながら移動すると推測しています。　

では、休まずにどれくらい飛べるでしょうか。春と秋の移動のとき、上昇気流に乗り数百ｍもあがることもあるので、

かなり遠くまで飛べると思います。しかし、実測記録はありません。ただ、根室海峡を渡って国後島を往復したタ

ンチョウがいますから、20-30㎞は軽く飛ぶはずです。

　今よりさらに羽数が増えたら、昔のように津軽海峡を越え、関東まで 1,000㎞近く飛んでいくツルが現れるかも

しれませんね。

～　お　知　ら　せ　～
　TPG では毎冬、タンチョウの総数調査を行っています。タンチョウの生息状況を把握する上で重要な調査

です。この調査に先立ち、説明会を行います。初めてのご参加の方は必ず、またベテランの方も調査内容の

確認のため、是非、ご出席くださいますよう、お願い申し上げます。

　皆様の説明会と調査へのご参加、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　説明会：１月 14 日（祭日：成人の日）　釧路市民活動センター「わっと」　　14：00 ～ 16：00 ころまで

  調査方法の説明に加え，昨年の結果発表を行います

　調査日：１月 19・20 日（土・日曜日）　鶴居給餌場（下雪裡，中雪裡）

　　　　　１月 21・22 日（月・火曜日）　阿寒給餌場

　　　　　１月 23 日（水曜日）　音別給餌場

　　　　　１月 24 日（木曜日）　茅沼駅・標茶周辺

　　　　　１月 26 日（土曜日）　十勝（忠類・大樹）

　　　　　１月 27 日（日曜日）　中・下茶安別

　　　　　１月 28・29 日（月・火曜日）　その他の小給餌場
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       北東アジアツル類重要生息地ネットワーク会議に参加しました　 

井　上　雅　子

　11 月 3 日から 1 週間、中国遼寧省盤錦（パンジン）で行われた会議に百瀬理事長、胡理事（中国瀋陽市在住）

と共に出席してきました。

　瀋陽市から 120km ほど南西にある盤錦市は、渤海油田を背景にできた新しい都市で、この町を流れる遼

河の河口域が双台河口国家級自然保護区です。保護

区内といえども縦横に道路が走り、至る所で石油の

採掘が行われているのは 2001 年に訪れたことのあ

る黄河保護区と同じです。

　この保護区は国際的な希少種であるズグロカモメ

の一大繁殖地として、また、タンチョウの一番南の

繁殖地（緯度は日本の青森あたり）として知られて

います。今回は 50 羽ほどのタンチョウを見ること

ができたほか、ツクシガモ、コウノトリ、ズグロカ

モメも見られました。

 　会議の中で印象深かったのは、ロシアのアムール

川流域で野火により湿地が大々的に喪失しているこ

と、湿地の乾燥化により営巣地に家畜が入り込んで

営巣しなくなっていること、三峡ダムの影響で長江

中流域の水位が下がって乾燥化し、もともとあった

貝類の病気が大発生して生態系に深刻な影響を与え

ている話、塩城保護区では風力発電用の風車の建設

が始まり 300 基ほどが予定されているが、風車より

も電線の敷設の方が問題が大きいだろうという懸念、

韓国の鉄原では 840 羽のタンチョウが数えられてお

り、50 トンもの給餌が行われている話…。各地か

ら、深刻な環境悪化に危機感を持っているようすが

伝わってきました。

 　各保護区からの報告や今後の方策のためのワーク

ショップはもちろん、食事中の会話も貴重な情報交

換の場であり、回を重ねることでお互いに話が通じ

るようになってきているこの会議の息の長い取り組

みに、改めて敬意を表した次第です（筆者は 2001

年以来 4 回目の出席）。

　　双台河口国家級自然保護区

       湿地の中の油井

    会議の風景
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特定非営利活動法人

　タンチョウ保護研究グループ

〒 085-0036
北海道釧路市若竹町 10 番 2 号
Tel/Fax 0154-22-1993
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事務局だより
<活動記録  2007 年９月～ 11 月 >  

9 月 28 日 会誌「Tancho」第１号発行

10 月 21 日 理事会開催（於：釧路市民活動センター）

  総会開催（於：釧路市民活動センター）

11 月 6 日 運営会員参加による定例事務局会議

11 月 18 日～ 23 日 

 タンチョウ保護のための国際プロジェ

クト会議開催：　詳細は本誌 2 ページ

の記事参照　　（於：夢工房）

11 月 22 日 講演会開催：東アジアに於けるツルの

今～保護の現場から～

 　　　　（於：釧路市立博物館）

1 「中国におけるタンチョウ保護の課

題」　　ス　リイン（国際ツル財団）

2 「ロシアの希少ツル類の現状と保護」

　エレナ・イリヤシェンコ（ロシア

ツルワーキンググループ；国際ツル

財団）

3「黒竜江省おける野生生物保護活動」：

フアン　ジュンヤン（黒龍江省林業

庁野生動物管理処）

4「韓国のツル類の現状と未来」　パー

ク　ヒーチョン（慶北大学）

<会員 >
　現在の会員数は以下の通りです (11 月 30 日現在）

・運営会員 22 名（北海道 18 名、新潟県 1 名、神

奈川県 1 名、兵庫県 1 名、中国 1 名）

・個人サポート会員 49 名（北海道 37 名，兵庫県

4 名，大阪府 3 名、東京都２名、茨城県・神奈川

県・京都府各１名）

・団体サポート会員：5 団体（北海道 3 団体 ,　大

阪府１団体、韓国１団体）

e-mail:  tancho1213@pop6.marimo.or.jp
URL:   http://www6.marimo.or.jp/tancho1213

講演会の模様

表紙写真　デントコーン畑に集まるタンチョウ

　晩秋から初冬にかけて、タンチョウは越冬地へと移動を始めますが、

真っ直ぐ給餌場に向かわずに寄り道をするものも、たくさんいます。

　給餌場周辺の収穫が終わったデントコーン（飼料用トウモロコシ）畑

にはたくさんのコーン粒が落ちていて、　これを食べにタンチョウが集

まってきます。12 月上旬には、釧路地方も雪が積もり気温が氷点下に

なります。寒さが本格的になると、タンチョウたちは一斉に給餌場に集

結します。冬を迎える直前のタンチョウの姿です。

                                            （2007 年 1 月　西岡　秀観　撮影）　


